
 

 

 

 

◆児童及び教員数   

○児童生徒数  

 ○教員数   ２２名 

 

◆学校の特色 

昨年度、本校は香小研国語科研究会の開催にあたり、「主体的に考え行動する児童の育成～ことばのよさを

感じ、ことばで思いを表現する授業づくり～」を主題に掲げ研究を進めてきた。児童の大きな課題である語彙

力や言語能力の弱さを改善してより主体的な学びに向かうために、「ことば」のもつ力やよさに着目し、想像

を広げながら読む活動や、表現を工夫して書く活動、考えを伝え広げる話合い活動を重視した授業づくりに取

り組んだ。研究の成果として、児童が自分の考えを伝えたいという思いをもち、スムーズな交流活動に結びつ

けられるようになったことが挙げられる。その基盤の一つに、朝の常時活動でペアやグループで話をつなぐ対

話トレーニング「お話チャレンジ」の取組を継続してきたことがある。実践を通して、対話により自分の考え

が相手に伝わる喜び、そして自分の考えが広がっていく楽しさを、多くの児童が実感できている。 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究主題設定の理由 

 昨今、「PISA型読解力（自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、社会に参加するために、テ

キストを理解し、利用し、評価し、熟考する能力）」の低下が問題視され、その改善に向けた具体的な取組を

行うことが重要課題の１つとなっている。それは本校児童においても同様であり、県学習状況調査では、例年、

文章の読解や記述に関わる問題の正答率が特に低い傾向にある。その原因として、文章解釈の不十分さや、考

えや理由を明確に論述する力の弱さが挙げられる。昨年度までの研究で、児童の学習意欲の向上や話合い活動

の活性化が成果として見られた一方で、書かれたテキストを理解する力や自分の考えを形成して書く力とい

った、学力の基盤となる読解力の育成においては大きな課題が残った。そこで今年度は、より児童が主体とな

り自らの課題解決のために学びを深めていくことができるよう、「読解力向上」を研究テーマに据え、授業改

善の道筋を探っていくこととした。 

 

◆研究内容及び方法   

 本校では「読解力」を「文章や図表などの意味を正しく理解し、必要な情報を自らの知識や経験に位置付け

て考えを形成し、適切に表現すること。」と定義した。読解力を高めるための指導においては、この定義に基

づく３つのプロセスを段階的に取り入れた授業を構成することが重要である。また、読解力を支えるための基

盤として、文章を読み解くためのスキルである「汎用的基礎読解力」（新井紀子「AIに負けない子どもを育て

る」より引用）を身に付けていく必要がある。以下に、読解力を高めるための３つのプロセスについて、そし

て、「汎用的基礎読解力」を身に付けるための常時活動について述べる。 
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２６５名 

読解力向上推進モデル校事業  坂出市立川津小学校 

Ⅰ 学校の概要 

 研究主題    主体的に考え、行動する児童の育成 

             ～読解力を高める指導を通して～ 

Ⅱ 研究主題等 



（１）読解力を高める３つのプロセス 

【プロセス① 文章や図表などの意味を正しく理解する】 

  ことばの意味や文の構造を理解したり、グラフや図などの資料の数値を正確に読み取ったり等、インプッ

トするための手立てとして、「必要な言葉や数値に線を引く」「図式化して構造化する」「言葉の意味を調べ

る」といった具体例が挙げられる。その際、線の色や引き方、印の付け方、図表の書き方等、教師の指示を

明確にした上で発問し、正しい文章や図表の解釈につなげていく。それらの活動が困難な児童に対する支援

として、「非言語情報（図、写真など）を提示する」「情報量を減らした文章や図表を提示する」「読み取り

やすくするための補助線を引く」といった具体例が挙げられる。自力解決が難しい児童それぞれの課題を教

師が見取り、必要な支援を講じることで、どの児童も意欲を保ちながら学習できるようにする。 

【プロセス② 必要な情報を自らの知識や経験に位置付けて考えを形成する】 

  文章や図表などを読んで分かったことの中から、課題解決に結び付く情報を選び出していく際には、「学

習課題が児童の目的と一致しているか」が重要である。必要な情報を選択できない児童には、情報量を制限

したり、学習課題に立ち返って発問を精選したりして、必要な情報を絞らせるようにする。そして、それら

の情報の共通点や相違点を見付けて関連付けたり、「～でなかったら」「もし～だったら」といったように批

判的・仮定的に読み解いたりして考えながら、情報を意味付けていく。 

【プロセス③ 適切に表現する】 

  読み取った情報や形成された考えをさらに自分の中

に落とし込むには、それらを適切にアウトプットする場

が必要である。なぜなら、自分の考えを書いたり話した

りしようとする過程の中で、曖昧だった概念が論理的に

整理され、再構築されるからである。また、自分の考え

を明確に伝えるにはどの手段を用いると効果的か、相手

意識をもつことも重要である。「書く・話す・示す」と

いったあらゆるアウトプットの手段を用いて表現する

ことを繰り返し、読解力を育成していく。 

 

（２）汎用的基礎読解力を身に付けるための常時活動

（朝のチャレンジタイム） 

  昨年度まで、朝のチャレンジタイムで、「読書・書

く・話す」を中心に言語能力向上のトレーニングを

実施した。今年度はそれに加え、児童の読解力を支

えるスキル（汎用的基礎読解力）を身に付けるため、

右に示した①～⑥の視点を踏まえた活動を取り入

れ、「読み解くチャレンジ」を定期的に取り入れてい

く。文づくりのゲームを通して文の構造を把握する

感覚を養ったり、新聞記事などを読んで内容を簡単

にまとめたりといった活動を行う予定である。昨年

度のチャレンジタイムについての児童アンケート

によると、９割以上の児童が「楽しかった」と答え

た。問題に対する正答を求める活動ではなく、思考

や会話、交流を重視したことにより、そのような結

果となったのではないかと考える。今年度も、児童

が楽しみながら、読解力向上につながる活動を工夫

して実践していきたい。 

【汎用的基礎読解力の六つの分類】 

①係り受け解析…文の基本構造（主語・述語・目的

語など）を把握する力。 

②照応解決………指示代名詞（これ、それ、あれ、

これら等）が指すものや、省略さ

れた主語や目的語を把握する力。 

③同義文判定……２文の意味が同一であるかどうか

を正しく判定する力。語彙上の言

い換えや、受動態可能動態か、等。 

④推論……………小学校６年生レベルの基本的な知

識と日常生活から得られる常識を

動員して、文の意味を理解する力。 

⑤イメージ同定…文章を図やグラフと比べて、内容

が一致しているかどうかを認識す

る能力。文章で表現された内容と

図が対応しているか見極める。 

⑥具体的同定……言葉の定義を読んで、それと合致

する具体例を認識する能力。辞書

に書かれているような定義文を理

解し、具体的な例がそれに当ては

まるか判定する。 

 

新井紀子「AIに負けない子どもを育てる」より引用 



￥ 

 

◆指標設定と達成に向けた取組 

 Ⅰ 読解力向上のための授業実践 

 １ プロセス①〔インプット〕に重点を置いた授業づくり 

 

 

 

  指標４ 「①できている＋②だいたいできている」の合計 

 

 

 

【指標の達成に向けた実践】 

（１）第１学年国語科「いろいろなふね」 

本時の授業構成を読解力モデルに当てはめ、右のよ

うに示した。（図１）本時では、漁船の役目とつくりを

読み取り、その情報から新たな気付きを得て思考を深

めていく学習であった。低学年の国語においては、語

彙や経験の少なさから、書かれていることに対するイ

メージを膨らませることができず、インプット段階に

大きくつまずきがあることが想定された。例えば、漁

船は何のための船か、漁船には何があるのか、どの文

章や言葉に大事なことが書かれているか、といったことである。そして、考えの形成の場面においても、

機械や網についてのイメージがもてないのではないかと考えた。 

それらのつまずきを解消する手立てとして、まず、インプットの場面に

おいては、文章を丁寧に読み取り、共有する時間を確保した。説明の秘密

発見カード（図２）を使い、説明文の読み取りの基礎となる重要事項をお

さえた。これにより、どの言葉や順番に注目するといいか、明確にするこ

とができた。また、「います。」を短い言葉でまとめると、「いる。」となる

ことや、「ための」の言葉は、役目を表す言葉といったことも、全体で確実

におさえていくことができた。 

また、船についてより理解を深めたり、最終の言語活動である乗り物カ

ード図鑑を作成する材料探しをしたりするために、図鑑で情報収集する時

間を十分に取った。（図３）このように、短い文章や言葉をていねいに読む

ことや、文の構造の基礎を押さえていくこと、言葉と情報を結び付けてい

くことが、読解力の基本になり、低学年の国語科においては非常に重要な

プロセスであると考える。 

そして、読み取った情報をもとに思考を形成する場面では、具体的に「魚

の群れを見付ける機械」や「網」がどのようなものか考えを深めるために、

自分の考えを図と言葉で表し、思考を整理した。（図４）さらに、全体交流

で、図に描いたことを説明し、板書で示すことによって言語化していった。

これらの活動によって、漁船の「役目」や「つくり」という言葉の意味が、

より具体性をもって理解することにつながった。 

課題として、知識や語彙力の乏しさにより、絵と言葉がつながらない児

童に対する支援策を、より具体的に講じていく必要性が挙がった。 

Ⅲ 研究実践 

（児童質問紙） 授業や普段の生活の中で、分からないことについて、本や資料から調べよう

としていますか。 

５月調査 

55.1％ 

 

目標値 

60％ 

 

11月調査 

72.0％ 

 

（図４）「魚の群れを見付ける機械」や

「網」を図に表したカード 

（図３）図鑑で情報収集する児童 

（図２）説明の秘密発見カード 

（図１）本時の授業構成図 



２ プロセス②〔自分の考えの形成〕に重点を置いた授業づくり 

 

 

 

  指標５ 「①できている＋②だいたいできている」の合計 

 

 

 

【指標の達成に向けた実践】 

（２）第３学年国語科「自然のかくし絵」 

本時では、ゴマダラチョウの幼虫の保護色を、他

の昆虫の保護色と比較して、その特徴やよさを読

み取っていく学習で、右の図のように構成した。

（図５）想定される大きなつまずきは、考え形成の

場面において、コノハチョウ・トノサマバッタの次

の事例として挙げられている、ゴマダラチョウの

幼虫独自の特徴に気付けないことであった。また、

その前段階のインプット場面において、その特徴

を表す大事な言葉を見つけられないことも予想さ

れた。よって、言葉をていねいに読みつつ、文章内

容を整理することが必要だと考えた。 

そこで、まずインプットの際には、「題名とつながる言

葉」を広げるためのマップ作成（図６）や、図、写真を見

る活動を行った。「かくし絵」という言葉から、「かくれる、

まぎれる、へんか」など、多くの言葉を広げ、本文中では

関連する言葉をスムーズにさがすことができた。 

そして、繰り返し出てくる言葉や様子を表す言葉を見

つけるための全文表示（図７）を用意したことで、全体で

様々な色の言葉が出てくることや、この段落のみ、「つれ

て」という言葉が2回出てくることに気付き、児童は、エ

ノキの葉と体の色が、ともにゆっくり変化することを、正

しく読み取ることができた。 

そして、最も重点を置いた考えの形成の場面では、他の

昆虫と違う特徴を見出すために、読み取った大事な言葉

をカードにして、思考ツール上に色分けしながら整理す

る活動を行った。（図8）この表をもとに、様々な観点か

ら他の昆虫と比較し、ゴマダラチョウの幼虫だけが時間の

経過と関わること、また文章中には書かれていない色につ

いて、緑、黄色、茶色と変化することについても考えが広

がり、より深く筆者の思いにせまっていくことができた。 

課題として、発達段階に応じた効果的な思考ツールの使

用法が挙がった。様々な実践から、今後も研究を深めてい

きたい。 

（児童質問紙） 本や資料などから分かったことを、文章に書いたり、発表したりするなど、

自分の言葉で表現していますか。  

５月調査 

48.0％ 

 

目標値 

55％ 

 

11月調査 

66.5％ 

 

（図５）本時の授業構成図 

（図６）題名とつながる言葉を広げるイメージマップ 

（図７）大事な言葉を見付けやすくするための全文表示 

（図８）昆虫それぞれの特徴を見出すマトリクス表 



  ３ プロセス③〔アウトプット〕に重点を置いた授業づくり 

 

 

 

指標１０ 「①週に1回以上行った＋②月に数回程度行った」の合計 

 

 

 

【指標の達成に向けた実践】 

（３）第６学年算数科「データの整理と活用」 

本時は、20秒ぴったりチャレンジのデータを

分析し、自分が優勝だと思うチームの根拠を話

し合う学習であった。扱うテキストは、結果の

グラフや表などのデータで、読解力育成の場面

を右図（図９）のように構成した。想定される

つまずきは、膨大なデータを整理して、正しく

インプットすることが難しいことと、自分の考

えの根拠と結論を、友だちに明確に説明するこ

とであった。よって、まずはデータをきちんと

整理することと、考えを明確に示し、交流にお

けるアウトプットを円滑にするための手立てが必要だと考えた。 

そこで、インプット場面では、まずは個人でなく、グループで一緒にデータを見ることと、代表値を

表に一つずつ整理していくことから始めた。（図10）そうすることで、苦手な児童もそれぞれの代表

値の数値を理解し、「平均値」と「中央値」だけでは判断できなかったデータの傾向を見付けることが

できた。また、表の項目にない、割合という考え方にも目を向ける児童も現れた。 

そして、自分の優勝チームを決め全体で自由に交流する活動を、本時の重点活動として設定し、その

手立てとして根拠をピラミッドチャートに表した。（図11）タブレットのカードの背景を、自分の推

すチームごとに統一することで、立場を明確にして交流に臨むことができた。背景の色が異なるカード

をもつ、違う結論の人には、納得しても

らえるような説明ができるよう、児童の

意識が向いた。また、同じ背景の色のカ

ードをもつ、同じ結論の人には、根拠を

より増やすための話合いが中心となっ

た。このような手立てを取ることによ

り、活発な交流につながった。 

課題として、交流の目的をより明確に

するため、学習課題をより吟味しての設

定することが挙がった。 

（教師質問紙） 教科書以外の文章を読んで、書かれている内容やそれに対する考えを話し

合う場を設けていますか。 

５月調査 

33.3％ 

 

目標値 

60％ 

 

11月調査 

58.3％ 

 

（図９）本時の授業構成図 

（図10） 

データを整理

した表 

（図11）ピラミッドチャートを用いた交流の様子 



 Ⅱ 読解力向上をめざした新聞活用実践 

  

 

指標８ 「①ある＋②どちらかといえばある」の合計 

 

 

 

 

 

指標９ 「①そう思う＋②どちらかといえばそう思う」の合計 

 

 

 

【指標の達成に向けた実践】 

（１）朝のチャレンジタイム「読み解くチャレンジ」 

今年度、毎週火曜日の朝の活動として

「読み解くチャレンジ」を行った。これ

は、教科書以外の新しい文章に触れる時

間を毎週もつことと、読み取った内容に

関する問題を解くことで文章問題に慣れ

ることをねらいとした。教材として、読売

新聞社発行「よむYOMUワークシート（高

学年）」と「読売ワークシート通信（低学

年）」を活用した。発達段階に合わせて、

教師が読み聞かせたり自分で読んだりし

て解いている。 

６月から毎週実施してきたことで、ようやく文字数や設問形式にも慣れてスムーズに解ける児童が増

えてきた一方、文章を読むことに苦手意識のある児童にとっては、意欲が続かないという課題もある。

今後、児童のレベルに応じて難易度を段階的に調整するなど、個別最適化の支援を加えながら、より効

果的に活用できるように検討していきたい。 

 

（２）日本新聞協会主催「第15回新聞コンクール」への挑戦 

総合的な学習の時間においても、子ども新聞の記事を活用した実践を

行った。例えば、自分の興味のある記事を選び、分かったことや疑問を自

由に書いてスクラップ記事を作る実践や、記事を読んで、考えを友達と話

し合い、考えを広げる活動を行う実践である。 

その中で、3年生以上の児童を対象に、1学期末「第15回新聞コンク

ール」に挑戦した。気になる新聞記事を一つ選び、自分がそれを選んだ理

由と、さらに保護者と一緒に記事を読んで考えたことについて文章を書

くコンクールである。その結果、本校は優秀学校賞に選出され、個人とし

ては３名が優秀賞、１名が奨励賞を受賞することができた。これらの実績

が児童の自信となり、ますます新たな文章に触れ、読もうとするきっかけ

にしていきたい。 

 

（児童質問紙） 新聞に書かれている内容に興味がありますか。 

５月調査 

36.2％ 

 

目標値 

50％ 

 

11月調査 

54.7％ 

 

（児童質問紙） 読書や新聞を読むことは、様々な教科の勉強に役立つと思いますか。 

５月調査 

89.9％ 

 

目標値 

93％ 

 

11月調査 

89.0％ 

 

よむYOMU 



 

 

【成果】 

 ○ 日ごろから様々なテキストに触れる機会をもつことができるようにしたことで、児童が学習

活動において目的をもってテキスト（教科書以外の本や新聞・資料等）を活用し、進んで読む

ようになってきた。 

 

 ○ 文章を書く際、テキストを読んで分かったことと形成した自分の考えを分けて書くことがで

きるようになったり、それらのことについて積極的に発言したりする児童の増加がみられた。 

 

 ○ 今年度の県学習状況調査の結果では、昨年度と比較して「読む力」が６ポイント上昇した。

読解力向上に向け、全教員で授業改善に取り組んできたことと、「読み解くチャレンジ」におい

て初見の文章を読む練習を続けてきた成果であるといえる。 

 

 ○ 11月調査では、文章や資料を理解する力がついたと思うか尋ねたところ、下に示すグラフの

ような結果となった。自分の伸びを実感していると肯定的に回答した児童が、76％もいたこと

は、今年度の取り組みの大きな成果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 ● 読解力はすぐに力が身に付くものではなく、テキスト自体に苦手意識のある児童にとっては、

学習活動全体を通して意欲が停滞しがちな様子がみられた。今後、そのような児童に対する支

援の在り方を、個別最適化の視点から考えていきたい。 

 

 ● 朝の活動や総合的な学習の実践が単発的に終わるのではなく、カリキュラムマネジメントの

視点をもって、授業にも活用できるように計画的に実施していきたい。 

 

 ● 読解力育成にあたり、学力調査の結果などの数値的な上昇のみをねらうのではなく、児童に

とって将来的に必要な力の育成につながるよう、長期的な視野をもって、発達段階や系統性に

応じた授業改善の道筋を探っていく必要がある。 

Ⅳ 研究の成果と課題 

文章や資料を読んで、以前より理解する力がついたと思いますか？（11月調査） 


